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町
内
一
円
、桜
の
季
節
で
あ
る
。

そ
の
花
言
葉
は
「
優
れ
た
美
人
」。

“
遠
く
か
ら
眺
め
て
良
し
、
近
く

で
観ミ

て
好
し
、
杯

サ
カ
ズ
キ

に
浮
べ
て
美ウ

マ

し
”
だ
ろ
う
。
桜
の
花
見
が
日
本

人
の
間
で
定
着
し
た
の
は
平
安
時

代
か
ら
だ
と
聞
く
。
こ
の
時
代
の

貴
族
社
会
に
お
け
る
、
人
を
愛
す

る
こ
と
の
喜
び
と
哀カ
ナ

し
み
、
人
生

の
季
節
に
感
じ
る
美
し
さ
と
は
か

な
さ
、
な
ど
を
描
い
た
の
が
紫
式

部
の
名
作
「
源
氏
物
語
」
で
あ
ろ

う
。
そ
の
中
の
主
人
公
光
源
氏
が

最
も
愛
し
た
紫
の
上
の
美
し
さ
に

つ
い
て
「
春
の
曙
の
、
霞
の
間
に

見
え
る
桜
の
よ
う
だ
」
と
作
者
は

表
現
す
る
。
こ
の
物
語
が
書
か
れ

て
か
ら
、
桜
は
年
々
歳
々
咲
き
続

け
て
今
年
は
千
年
目
で
あ
る
と
い

う
が
、
そ
の
「
千
年
目
」
と
す
る

根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
作
者
紫
式

部
は
娘
時
代
に
京
の
都
か
ら
武
生

（
国
府
）
に
来
た
が
、
そ
の
往
路
・

復
路
は
当
町
の
ど
こ
を
通
っ
た
の

か
、私
な
り
に
推
理
し
て
み
た
い
。

源
氏
物
語
千
年
紀
に
寄
せ
て

紫
式
部
の
通
っ
た
道（
一
）

①��「
千
年
紀
」
と
い
う
こ
と
の
根

拠
に
つ
い
て

　

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
そ
の
時
歴

史
が
動
い
た
」
の
番
組
で
、
平
安

中
期
に
藤
原
氏
全
盛
時
代
を
築
い

た
藤
原
道
長
（
以
下
道
長
）
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
道
長
が
一
族
の
勢
力
争

い
に
勝
っ
て
左
大
臣
（
今
の
総
理

大
臣
）
に
な
っ
た
の
は
、
九
九
六

年
（
長
徳
二
年
・
紫
式
部
が
武
生

に
来
た
年
）
三
十
一
歳
の
時
で

あ
っ
た
。
道
長
は
長
期
安
定
政
権

を
確
立
す
る
た
め
、
長
保
元
年

（
九
九
九
年
）、
娘
の
彰
シ
ョ
ウ

子シ

（
十
二

歳
）
を
二
十
歳
の
一
条
天
皇
に
入ジ
ュ

内ダ
イ
（
結
婚
）
さ
せ
た
（
く
し
く
も
、

こ
の
年
二
十
七
歳
の
紫
式
部
も

四
十
七
歳
の
藤
原
宣ノ
ブ
タ
カ孝
と
結
婚
し

て
い
る
。
二
人
と
も
第
二
夫
人
と

し
て
）。
し
か
し
、
五
年
経
っ
て

も
彰
子
に
子
供
が
で
き
な
い
こ
と

を
心
配
し
た
道
長
は
、万
葉
集（
和

歌
）
や
漢
籍
（
白
楽
天
の
白
氏
文

集
な
ど
）
に
明
る
く
、
当
時
源
氏

物
語
の
作
者
と
し
て
宮
中
で
評
判

と
な
っ
て
い
た
紫
式
部
を
彰
子
の

も
と
へ
出
仕
さ
せ
て
、
向
学
心
の

高
い
一
条
天
皇
の
興
味
を
彰
子
の

方
に
向
け
よ
う
と
し
た
。
数
年
前

に
夫
宣
孝
と
死
別
し
、
幼
な
子
を

抱
え
る
三
十
三
歳
の
紫
式
部
で
は

あ
っ
た
が
、
再
三
道
長
に
懇
望
さ

れ
父
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
寛
弘
二

年
（
一
〇
〇
五
年
）
十
二
月
に
中

宮
彰
子
の
も
と
に
出
仕
す
る
こ
と

と
な
る
。
そ
し
て
寛
弘
五
年
九
月

十
一
日
、
遂
に
彰
子
に
敦
成
親
王

（
後
の
後
一
条
天
皇
）
が
誕
生
。

そ
の
五
十
日
の
祝
宴
の
様
子
が
、

紫
式
部
日
記
（
こ
の
年
の
七
月
か

ら
書
き
始
め
る
）
に
く
わ
し
く
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
『
寛
弘

五
年
霜
月
つ
い
た
ち
の
日
。
左
衛

門
の
督カ
ミ

「
あ
な
か
し
こ
、
こ
の
わ

た
り
に
、
若
紫

4

4

や
さ
ぶ
ろ
う
」
と

う
か
が
い
た
ま
ふ
。
源
氏

4

4

に
似
る

べ
き
人
も
見
え
た
ま
は

ぬ
に
、
か
の
上
は
ま
い

て
い
か
で
も
の
し
た
ま

は
む
と
聞
き
ゐ
た
り
』

と
い
う
一
文
が
あ
る
。

こ
の
日
記
文
の
前
後
に

は
、
親
王
誕
生
五
十
日

の
大
祝
宴
と
あ
っ
て
祝

酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
酔

い
に
ま
か
せ
て
男
達
が

大
声
で
み
だ
ら
な
会
話

を
交
わ
す
情
景
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
ん
な
中

～
和
の
風
～
町
長
随
想	

増
澤 

善
和

で
左
衛
門
長
官
（
当
時
の
和
歌
の

名
人
・
藤フ
ジ
ワ
ラ
ノ
キ
ン
ト
ウ

原
公
任
）
が
、
か
ら
か

い
半
分
に
先
程
の
言
葉
を
発
し
た

の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
彼
女
の

本
名
は
藤ト
ウ

式
部
だ
っ
た
が
、
彰
子

の
も
と
へ
出
仕
し
て
源
氏
物
語

の
「
若
紫
の
巻
」
を
書
い
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
が
宮
中
で
大
評
判
と
な

り
（「
む
ら
さ
き
物
語
」
と
か
「
紫

の
ゆ
か
り
」
と
も
呼
ん
で
い
た
）、

以
後
彼
女
を
紫
式
部
と
い
う
あ
だ

4

4

名4

（
現
代
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
）
で

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

観
点
か
ら
先
に
記
し
た
こ
の
日
記

文
の
一
節
を
私
な
り
に
意
訳
し
て

み
る
と
『
一
〇
〇
八
年
十
一
月
一

日
の
こ
と
。
左
衛
門
長
官
が
私
共

の
所
に
来
て
「
失
礼
な
が
ら
、
こ

の
あ
た
り
に
若
い
紫
さ
ん
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
」
と
聞
く
。
光
源
氏

4

4

に
も
似
て
も
い
な
い
者
が
な
ぜ
こ

ん
な
風
に
聞
く
の
だ
ろ
う
（
不
愉

快
だ
わ
）』
と
も
な
る
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
若
紫

4

4

と
源
氏

4

4

と
い
う

言
葉
が
、
文
献
上
初
見
さ
れ
る
の

が
、
一
〇
〇
八
年
に
書
か
れ
た

こ
の
日
記
文
で
あ
り
、
今
年
は

二
〇
〇
八
年
な
の
で
「
千
年
紀
」

と
な
る
わ
け
だ
。

　

し
か
し
、
先
述
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組

で
も
、
こ
の
三
年
前
の
一
〇
〇
五

年
に
「
源
氏
物
語
の
作
者
と
し
て

有
名
な
…
」
と
あ
る
の
で
彰
子
の

も
と
に
出
仕
す
る
前
に
、
こ
の
物

語
は
書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る

（
少
な
く
と
も
帚
木
・
空
蝉
・
夕

顔
の
三
巻
は
完
成
と
み
る
）。
と

す
れ
ば
、
今
年
よ
り
三
年
前
の
平

成
十
七
年
が
「
千
年
紀
」
と
な
る
。

　

ま
た
、
源
氏
物
語
五
十
四
帖
が

全
部
完
成
し
た
の
は
、
こ
の
日
記

文
の
更
に
五
年
あ
と
の
長
和
二
年

（
一
〇
一
四
年
）、
式
部
四
十
一
歳

の
時
な
の
で
、
真
の
「
千
年
紀
」

は
平
成
二
十
三
年
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
―
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

②
紫
式
部
の
通
っ
た
道

　

長
徳
二
年
（
九
九
六
年
）
六
月
、

紫
式
部
（
二
十
四
歳
）
は
越
前
国

司
（
現
在
の
知
事
）
と
な
っ
た
父

藤
原
為
時
に
付
き
添
っ
て
、
越
前

国
府
（
武
生
）
に
。
式
部
が
八
歳

の
時
、
父
為
時
が
娘
の
学
問
的
才

能
に
驚
き
「
こ
の
娘
が
男
で
あ
っ

た
ら
」
と
慨
嘆
し
た
話
は
有
名
で

あ
る
が
、好
奇
心
の
強
い
式
部
は
、

尊
敬
す
る
師
で
も

あ
る
父
に
付
き
添

う
、
人
生
で
た
っ

た
一
度
の
都
離
れ

の
旅
を
選
ん
だ
と

思
わ
れ
る
。
式
部

が
残
し
た
自
作
歌

集
「
紫
式
部
集
」

な
ど
か
ら
、
そ
の

通
っ
た
と
思
わ
れ

る
道
筋
を
推
理
し

て
み
た
い
。

ａ
．往
路

　
　
（
京
→
武
生
）

　

京
の
都
か
ら
陸

路
大
津
へ
、
こ
こ

か
ら
舟
で
三
尾
駅

ま
で
来
て
一
泊
。

翌
日
、
再
び
舟
で

鞆ト
モ
ユ
イ結

駅
（
現
在
の

塩
津
）で
二
泊
目
。

次
の
日
は
陸
路
と

な
り
、
父
娘
は
輿コ
シ

、
荷
物
は
牛
馬

で
疋
田
経
由
（
七
里
半
越
え
）
で

越
前
国
に
入
り
、
敦
賀
の
松
原
駅

着
で
三
泊
（
気
比
神
宮
参
拝
や
天

候
な
ど
で
も
う
一
泊
も
）
と
、
こ

こ
ま
で
の
ル
ー
ト
説
に
は
異
論
が

な
い
。
問
題
は
次
の
敦
賀
～
武
生

の
ル
ー
ト
で
、
こ
れ
に
は
定
説
が

な
い
。
そ
こ
で
、
通
っ
た
可
能
性

の
あ
る
道
を
、
三
つ
の
峠
別
に
考

え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

ア
．木
ノ
芽
峠
越（
図
⑴
Ａ
Ｈ
Ｄ
）

　

こ
の
ル
ー
ト
は
、
式
部
父
娘
が

旅
し
た
平
安
時
代
の
北
陸
官
道
。

越
前
国
司
と
し
て
の
赴
任
下
向
だ

か
ら
当
然
天
下
の
官
道
を
通
っ
た

は
ず
と
し
て
、
こ
の
説
を
取
り
上

げ
る
人
が
多
い
。
距
離
は
短
い
の

だ
が
、
峠
の
高
さ
が
六
二
八
メ
ー

ト
ル
と
一
番
高
く
疑
問
が
残
る
。

イ
．山
中
峠
越（
図
⑴
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）

　

木
ノ
芽
峠
越
よ
り
古
い
奈
良
時

代
の
北
陸
官
道
。
長
所
は
峠
が
三

峠
中
最
低
の
三
九
〇
メ
ー
ト
ル
だ

が
、
距
離
が
木
ノ
芽
峠
越
よ
り
長

い
の
と
、
Ｂ
の
道
は
か
な
り
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
続
く
難
所
な
の
が
気

に
な
る
（
図
⑵
峠
道
高
低
図
参

照
）。
し
か
し
、
Ａ
～
Ｂ
間
の
陸

路
の
か
わ
り
に
、
Ｅ
の
舟
旅
を
す

れ
ば
陸
路
が
半
分
の
最
短
と
な

る
。
ま
た
、
式
部
父
娘
は
輿
に
乗

り
荷
物
も
多
く
、
舟
に
す
れ
ば
従

者
の
体
力
消
耗
が
削
減
さ
れ
る

（
琵
琶
湖
も
舟
で
移
動
）。

　

ま
た
「
紫
式
部
集
」
に
は
次
の

よ
う
な
歌
が
出
て
い
る
。

　

行
め
ぐ
り　

誰
も
都
に

　
　
　
　

か
へ
る

4

4

4

山

　
　

い
つ
は
た

4

4

4

4

と
き
く

　
　
　
　
　

程
の
は
る
け
さ

　
「
か
へ
る
山
」
は
今
庄
の
鹿カ

蒜ヒ
ル

（
帰カ

エ
ル）
の
山
々
、「
い
つ
は
た
」
は

五イ
ツ
ハ
タ幡

（
地
名
）
と
何イ

ツ時
か
ま
た
と

の
掛カ
ケ

言
葉
。
式
部
は
万
葉
集
に
明

る
い
の
で
大
伴
家ヤ
カ
モ
チ持

の
次
の
歌
も

知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

か
へ
る

4

4

4

身
の　

道
い
か
む
日
は

　
　
　
　

い
つ
は
た

4

4

4

4

の

　
　

坂
に
袖
振
れ

　
　
　
　
　

我
を
し
思
は
ば

　

五
幡
村
は
歴
史
が
古
く
天
平
二

年
（
七
四
八
年
）
敦
賀
湾
に
蒙
古

が
来
襲
し
た
時
に
、
五
本
の
幡
が

天
か
ら
降
り
敵
を
敗
走
さ
せ
た
こ

と
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
だ
と
い

う
。
こ
ん
な
歴
史
を
持
ち
、
万
葉

集
な
ど
の
歌
枕
と
し
て
出
る
五
幡

を
、
式
部
は
ぜ
ひ
海
か
ら
見
た
い

と
思
い
、
こ
の
舟
旅
を
選
ん
だ
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
日
は
鹿
蒜
駅
で
一
泊
し
、

余
裕
が
あ
れ
ば
鹿
蒜
神
社
に
参
拝

し
た
だ
ろ
う
。
翌
日
、
こ
の
時
代

は
日
野
川
が
不
安
定
だ
っ
た
た

め
、
今
の
今
庄
駅
よ
り
西
側
、
即

ち
藤
倉
山
・
鍋
倉
山
の
麓
を
通
っ

て
湯
尾
峠
に
出
て
淑サ
ワ
ア
ミ羅

駅
（
現
在

の
鯖
波
）
で
一
泊
。

　

式
部
父
娘
は
こ
の
行
程
で
、
京

の
都
か
ら
武
生
ま
で
、
約
五
～
六

泊
の
下
向
旅
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

ウ
．菅
谷
峠
越（
図
⑴
Ａ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
）

　

杉
津
・
比
田
ま
で
は
山
中
峠
越

と
同
じ
ル
ー
ト
だ
が
、
こ
こ
か
ら

更
に
北
進
し
、
菅
谷
峠
（
五
七
二

メ
ー
ト
ル
）
瓜
生
野
・
大
塩
・
国

府
（
武
生
）
最
短
距
離
を
殆
ど
一

直
線
に
歩
く
道
で
、
北
陸
古
道
・

ま
ぼ
ろ
し
の
北
陸
道
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
よ
ほ
ど
の
健
脚
者
で

な
い
と
、
敦
賀
か
ら
武
生
ま
で
一

日
で
は
歩
け
な
い
。
旅
行
者
の
道

と
い
う
よ
り
、
杉
津
や
大
谷
な
ど

東
浦
一
帯
で
生
産
さ
れ
た
塩
を
、

国
府
の
大
塩
に
運
ぶ
た
め
に
古
代

か
ら
使
わ
れ
た
塩
の
道
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
道
を
式
部
父
娘
が

通
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（
以
下
次
号
へ
）

図（1）行程推理図

図（2）峠道高低図


